
一般廃棄物の処理フロー図（2023年度実績）

計画処理量

571千t

集団回収量
16千t

民間回収量

35千t

合計
622千t (100%)

直接埋立量
11千t

直接焼却量

464千t

焼却以外の
処理量
81千t

直接資源化量
14千t

中間処理残渣量
34千t

減量化量

441千t

中間処理後
再生利用量
70千t

再生利用量

135千t

最終処分量
45千t

中間処理量

※＜＞書きは2018年度実績。四捨五入しているため、合計は必ずしも一致しない。
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＜36千t（5.2%）＞

＜44千t（6.3%）＞

＜18千t（2.6%）＞

＜162千t（23.3%)＞

＜64千t（9.2%）＞

＜696千t (100%)＞

＜78千t（11.2%)＞

＜510千t（73.3%)＞

＜8千t（1.1%)＞

＜43千t（6.2%)＞

＜481千t（69.1%)＞

＜50千t（7.2%)＞

＜616千t（88.5%)＞



再生利用率＝
計画処理量＋集団回収量＋民間回収量

集団回収量＋直接資源化量＋ ＋民間回収量

（21.7%）
（571千t） （16千t）

（16千t） （70千t）（14千t）

再生利用率（2023年度実績）の計算式

市民団体等による収集において、市町村が用具の貸出、補助金等の交付等
により市町村が関与している資源物（古紙、缶、布類等）の回収量

集団回収量：

直接資源化量：

中間処理後
再生利用量

資源化等を行う施設を経ずに直接再生業者等に搬入された量

中間処理後
再生利用量

市町村等の中間処理施設により処理され、再生利用された量

（35千t）

（35千t）

減量化後の量

民間回収量： 民間事業者による資源物（古紙、食品トレイ等）の回収量

：

※括弧書きは2023年度実績
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